
茗台中だより 
５月号 

平成２９年５月２日発行 

文京区立茗台中学校長 石出勉 

■web http://www.bunkyo-tky.ed.jp/meidai-jh/   ■twitter  @bun_jh_meidai 

 汚れは自信 汚れは勇気 

 サッカー選手やパフォーマー、料理家などが自らの職業に関わる「汚れ」について語っている。あ

る洗剤メーカーのＴＶコマーシャルである。ＶＴＲの中ではほんの一言で汚れとの向き合い方がテ

ロップで流れる。気になってＷｅｂで調べてみると他にも様々な人たちが汚れとの関わりについて

語っているのがわかった。いくつかを紹介してみる。 

 サッカーの本田圭佑選手は「汚れは自信」と言う。汚れを失敗とつなげて考え、ネガティブになり

がちな汚れや失敗に対し、失敗なしには成長はない、失敗を繰り返すたびに挑戦して良かったと思っ

てきた。これからも挑戦し続けていたい。これからも素晴らしい日本を共に築けるようなそんな挑戦

者でい続けたい、と語る。 

 パフォーマーの渡辺直美さんは「汚れは勇気」と言う。ダンスの稽古中の汗の量で、今自分は頑

張っているということを実感できる。怠け者の自分がいる、怠け心が出て成功したことはない。新し

いことに挑戦するときは周りの人にこれをやると宣言する。それによってゴールにたどり着くことが

できる。一緒に頑張ることで勇気をもらえる、と語る。 

 他にも様々な職業の方々の話が載っている。 

  トイレカーペンター「汚れはエネルギーに変えてくれる使った人からのメッセージ」 

  熱気球パイロット「汚れは良いフライトをするために積み上げていくもの」 

  女将「汚れはたくさんに人が訪れてくれた足跡」 

  漁師「汚れは始に挑戦した人にしか見えないもの」 

  歯車技師「汚れは精度を出すための材料」 

  ヨガインストラクター「汚れは受け入れて包み込んで感謝を」 

 仕事をすれば汚れるのは当然のこと。「汚れ」の結果として得られるものこそ「成果」といえるの

かもしれない。 

 学校の授業はどうだろう。先生が黒板を背にして話す説明をひたすら聞く座学だけならほとんど汚

れることはないかもしれない。しかし、学校での学びも転換の時を迎えている。自ら積極的に活動

し、疑問をもち、課題を解決していく力が求められる。汚れながら、探究することが求められる。 

 我々教師も新しい授業の考え方を研究しなければならない。生徒も与えられたものを吸収するだけ

でなく、未知のものや答えが一つではないもの、多様な価値観の中から最適な解を求める探究する態

度を身につける必要がある。 

 学びが自信となり、学びが勇気となるよう、深めていきたいものである。 

 

                                             参考： https://yogoso.com 



■電話 03-3811-2969   ■FAX 03-5689-4559 

◇ ◇ ５月のおもな予定 ◇ ◇ 

 

2(火) 身体計測 スポーツテスト 

    2年防災宿泊体験〔～3日(水)憲法記念日まで〕 

8(月) 生徒会朝礼 避難訓練 

9(火) 音楽鑑賞教室 

10(水) 眼科検診  午前授業 

12(金) 生徒総会 

13(土) 学校公開 PTA総会・役員会 

    教育課程説明会 

15(月) 全校朝礼  教育実習(始) 

22(月) 学年朝礼 

23(火) 3年修学旅行前検診 

25(木) 3年修学旅行(始) 

27(土)   修学旅行(終) 

29(月) 3年振替休業日 

31(水) 一斉委員会 中央委員会 

 
 

 

文京区春季大会  

女子バスケットボール部  優勝 

男子バスケットボール部  準優勝 

 

茗台中生の活躍 

 

４月のトピック 

 

４／１ 文京さくらまつり 

茗台中学校のすぐ近くの播磨坂さくら並木にお

いて第44回文京さくらまつりが催されました。 

茗台中学校吹奏楽部は毎年この会場で演奏を披

露しています。 

 

 

 

 

 

 

 

４／７ 入学式 

第58回入学式が挙行されました。 

厳粛な中にも、さわやかな新入生の姿が微笑ま

しい式になりました。 

 

 

４／１１ 部活動紹介 

茗台中学校には１１の部活動があります。 

それぞれ新入部員獲得に工夫を凝らして紹介し

ていました。 

 

 

 

 

※茗台中生の活躍は本校webにて更新中です。 

防災宿泊体験  ５月２日～３日 

文京区立中学校では第２学年の行事として防災宿

泊体験を実施しています。茗台中では本日５月２日

の午後から初期消火や応急救護など様々な防災に関

する体験をし、また、夜には赤十字の方をお招きし

て講演やアクティビティを計画しています。 

災害はいつ起きるかわかりません。中学生は自分

の身を守るだけでなく、地域の力として行動するこ

とが求められます。良い体験にしてほしいと思いま

す。 

 

文京区立の幼稚園・小中学校は、震度５弱以上の

地震の際には、安全確保のため保護者による引き取

りをお願いしています。九月には一斉に引き取り訓

練を予定しています。ご協力ください。 


